
電磁弁制御付きデジタル圧力センサ
（ＭＶＳ－２０１ シリーズ）
取 扱 説 明 書

MVS-201-M001-C

MODE

MVS

V 1

表示分解能
繰り返し精度 ±0.3% of F.S.以下 ±１ digit以下
応答時間
比較出力

電源電圧

2.5msec
NPN or PNP ｵｰﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ出力１点(max 125mA)　

DC10.8～30V,ﾘｯﾌﾟﾙ(Vp-p)10%以下 注１）

１ｋＰａ  
圧力レンジ －１０１～５００ｋＰａ（kPa固定）

適応流体 非腐食性ガス
型式 ＭＶＳ－２０１－ＸＣ

ＭＶＳ－２０１－ＸＣ Ｎ：ＮＰＮ
出力仕様 Ｐ：ＰＮＰ

電磁弁出力 NPNﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ出力２点,真空V用,破壊D用(max 250mA)

注１）電磁弁駆動電圧に合わせて下さい。

１．吸着モードとタイマの設定方法
キーを１回押して離し,３秒待ちます。

キーで吸着モードを
選択し　 キーで設定します

キーでｂｔの値を
変更し　　キーで設定します

キーでｔ１の値を
変更し　　キーで設定します

キーでｔ２の値を
変更し　　キーで設定します

３．省ｴﾈﾓｰﾄﾞ、ﾋﾟｰｸ監視、吸着/破壊到達時間の設定方法
１．「省エネモード」
　ＯＮを設定すると１０秒間キー操作を行わなかった場合,ＬＥＤ表示を
  消して消費電流を削減します。何かキーを押すと再度表示されます。
２．「ピーク監視値」Ｐ-ｖ
　吸着時の真空度がＰ-ｖの圧力値を越えなかった場合 ＡＬＰ の
  点滅表示でパッド等の劣化による真空度の低下を警告します。
  警告表示は何かキーを押すとクリアされます。
  Ｐ-ｖの設定値はＨ-ｖと下限レンジの範囲内で設定できます。
  OFFを設定した場合はピーク監視を行いません。
  ３．「吸着到達時間」ｖｔ
　真空電磁弁のＯＮからｖｔで設定された時間内にＯＵＴ１がＯＮ
  しなかった場合 ＡＬｖ の点滅表示で真空度の低下を警告します。
４．「破壊到達時間」ｄｔ
　破壊電磁弁のＯＮからｄｔで設定された時間内にＯＵＴ１がＯＮ
  しなかった場合 ＡＬｄ の点滅表示で破壊圧力の低下を警告します。

ｖｔ、ｄｔの設定可能な時間は0.00秒(OFF)～9.99秒です。
OFFを設定した場合は時間監視を行いません。
ＡＬｖ,ＡＬｄの表示は次の吸着/破壊指令で自動的にクリア
されます。また何かキーを押すとクリアされます。

２．吸着/破壊確認出力（ＯＵＴ１）の設定方法

キーを２回押して
離し,３秒待ちます。

注１）Ｈ-ｄでＯＦＦ(上限値の次)を設定した場合、破壊時のＯＵＴ１の出力は行われません。
     破壊時間(bt)で自動(At)を設定している場合、Ｈ-ｄにＯＦＦの設定はできません。
注２）Ｈ-ｄでＯＦＦを設定した場合、ｈ-ｄの設定はできません。

キーで変更し
　キーで設定します。

吸着時のＯＮする値Ｈ－ｖを

キーで変更し
　キーで設定します。

吸着時のヒステリシス幅（応差）
ｈ－ｖを

キーで変更し
　キーで設定します。注１)

破壊時のＯＮする値Ｈ－ｄを

キーで変更し
　キーで設定します。注２)

破壊時のヒステリシス幅（応差）
ｈ－ｄを

１．「破壊時間」ｂｔ
　 破壊指令信号によって破壊電磁弁をＯＮする時間を設定
   します。0.00～9.99秒が設定可能です。9.99秒の次には
   Ａｔ(自動)が表示されます。Ａｔを設定した場合,破壊時
   のＯＵＴ１のＯＮと同期して破壊電磁弁をＯＦＦします。
   （ｂｔは各吸着モード共通です。）

２．「遅延時間１」ｔ１
　 吸着時の真空度が設定値に達し、ＯＵＴ１がＯＮ
　 してから真空電磁弁をＯＦＦするまでの遅延時間を
　 設定します。0.00～9.99秒が設定可能です。
　 （ｔ１は吸着モードが１と２の場合に設定できます。）

３．「遅延時間２」ｔ２
　 破壊指令信号の検出から破壊電磁弁をＯＮするまでの
　 遅延時間を設定します。0.00～9.99秒が設定可能です。
　 （ｔ２は各吸着モード共通です。）

MODE

MVS

V 1

MODE

MVS

V 1

キーでを変更し
　キーで設定します

省エネモードのON,OFFを

キーでを変更し
　キーで設定します

ピーク監視値Ｐ-ｖを

キーでを変更し
　キーで設定します

吸着到達時間ｖｔを

キーでを変更し
　キーで設定します

破壊到達時間ｄｔを

キーを３回押して
離し,３秒待ちます。

４．ゼロリセット方法

モードキーを３秒以上押し続けます。
ゼロリセットされます。
大気圧状態±３％F.S.以内で行って下さい。

MODE

MVS

V 1

MODE

MVS

V 1

大気圧

＋

－

吸着

破壊

Ｈ-ｖ

Ｈ-ｄ
ｈ-ｄ

ｈ-ｖ

吸着/破壊
確認出力
(ＯＵＴ１)

ＯＮ ＯＮ

ＯＦＦ ＯＦＦ

「吸着モード」
： 吸着モード１（ＯＮタイマ動作、タイマ動作で吸着保持）

： 吸着モード２（ＯＦＦタイマ動作、タイマ終了後真空電磁弁ＯＦＦ）

： 吸着モード３（ＯＮ動作、真空電磁弁ＯＮ継続）

吸着モード１の動作例（タイマ動作で吸着保持）

吸着／破壊指令信号のタイミングチャート

吸着/破壊
指令信号

High

Low

High

Low

吸着

吸着中

Lowで吸着(LO) HIGHで吸着(HI)

破壊 吸着

吸着中

破壊

大気圧

＋

－

吸着/破壊
指令信号

High

Low

破壊電磁弁

ＯＮ
ＯＦＦ

真空電磁弁

ＯＮ ＯＮ

吸着/破壊確認出力
　(ＯＵＴ１)

ＯＮ ＯＮ
ＯＦＦ

ＯＦＦ

吸着 破壊

ｔ２

ｔ１ ｔ１

ＯＮ(Ｈ-ｖ)
Ｐ-ｖ(ﾋﾟｰｸ監視値)

ＯＮ(Ｈ-ｄ)

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ｂｔ

大気圧

＋

－

吸着/破壊
指令信号

High

Low

破壊電磁弁

ＯＮ
ＯＦＦ

真空電磁弁

ＯＮ

吸着/破壊確認出力
　(ＯＵＴ１)

ＯＮ ＯＮ
ＯＦＦＯＦＦ

ＯＦＦ

吸着 破壊

ｔ２

ｔ１

ＯＮ(Ｈ-ｖ)
Ｐ-ｖ(ﾋﾟｰｸ監視値)

ＯＮ(Ｈ-ｄ)

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ｂｔ

大気圧

＋

－

吸着/破壊
指令信号

High

Low

破壊電磁弁

ＯＮ
ＯＦＦ

真空電磁弁

ＯＮ

吸着/破壊確認出力
　(ＯＵＴ１)

ＯＮ ＯＮ
ＯＦＦ

ＯＦＦ

吸着 破壊

ｔ２

ＯＮ(Ｈ-ｖ)
Ｐ-ｖ(ﾋﾟｰｸ監視値)

ＯＮ(Ｈ-ｄ)

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ｂｔ

定格レンジフル

逆圧フルスケール

圧力値がレンジを越えました

圧力値が逆圧レンジを越えました

OUT1過電流 出力電流が125mA以上流れています 負荷をﾁｪｯｸして下さい

ｾﾞﾛﾘｾｯﾄｴﾗｰ

ｼｽﾃﾑｴﾗｰ

ゼロリセットが３％F.S.以上

内部故障です

大気圧開放状態で行って下さい

弊社へご連絡ください

９．仕様と型式

吸着指令信号により真空電磁弁をＯＮし、真空を発生させ吸着を開始します。
真空度が設定値に達しＯＵＴ１がＯＮするとｔ１後に真空電磁弁がＯＦＦします。
その後真空度が低下し、ＯＵＴ１のＯＦＦポイントの手前で再度真空電磁弁がＯＮし、
真空度を保持します。（以降、真空電磁弁はＯＮ、ＯＦＦの繰り返しを行います。）
破壊指令信号により真空電磁弁をＯＦＦしｔ２後に破壊電磁弁をＯＮします。
破壊電磁弁はｂｔ間ＯＮします。

吸着指令信号により真空電磁弁をＯＮし、真空を発生させ吸着を開始します。
真空度が設定値に達しＯＵＴ１がＯＮするとｔ１後に真空電磁弁がＯＦＦします。
その後真空度が低下し、ＯＵＴ１がＯＦＦしても真空電磁弁は再度ＯＮしません。
破壊指令信号により真空電磁弁をＯＦＦしｔ２後に破壊電磁弁をＯＮします。
破壊電磁弁はｂｔ間ＯＮします。

吸着指令信号により真空電磁弁をＯＮし、真空を発生させ吸着を開始します。
真空度が設定値に達するとＯＵＴ１がＯＮします。
ＯＵＴ１の状態にかかわらず真空電磁弁は常にＯＮです。
破壊指令信号により真空電磁弁をＯＦＦしｔ２後に破壊電磁弁をＯＮします。
破壊電磁弁はｂｔ間ＯＮします。

吸着/破壊指令信号のＨｉｇｈ（電源電圧または開放）から、Ｌｏｗ（０Ｖ）への立ち下がりエッジで
吸着動作を開始します。吸着動作中はＬｏｗを保持して下さい。ＬｏｗからＨｉｇｈへの立ち上がり
エッジで破壊動作を行います。
また吸着/破壊指令信号の論理を逆転させることもできます。この場合ＬｏｗからＨｉｇｈへの立ち
上がりエッジで吸着動作を開始し、ＨｉｇｈからＬｏｗへの立ち下がりエッジで破壊動作を行います。

吸着モード２の動作例（タイマ終了後真空電磁弁ＯＦＦ） 吸着モード３の動作例（真空電磁弁ＯＮ継続）

吸着/破壊指令信号の吸着中はＬＥＤ表示最終桁の小数点が点灯します。真空電磁弁がONしている場合は緑のＬＥＤが点灯します。

　　　が表示され、これ以降
 のキー操作はききません。

５．セキュリティロックの設定と解除方法

キーを押します。
キーを押しながら

キーを押します。
キーを押しながら

解除する場合は、もう一度

　　　が表示され、ロックが
 解除されます。
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V 1

MODE

MVS
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６．OUT1と電磁弁の出力形態の設定方法

OUT1の出力形態を      キーで
変更し    キーで設定します。

真空電磁弁の出力形態を      キーで
変更し    キーで設定します。

キーを押しながら　　キーを押します。

破壊電磁弁の出力形態を      キーで
変更し    キーで設定します。

吸着/破壊指令信号の論理を      
キーで変更し    キーで設定します。

HIGHからLOWで吸着
LOWからHIGHで吸着

吸着/破壊指令信号

７．アラーム一覧

ノーマルオープン

ノーマルクローズ

OUT1の出力形態

真空/破壊電磁弁の出力形態の設定
常時閉の電磁弁の場合は　　　(通常非通電)に設定します。
常時開の電磁弁の場合は　　　(通常通電)  に設定します。　

ホームページ　http://convum.co.jp
E-mail　faq@convum.co.jp

カスタマーサポートセンター
 0120-498586  0120-415641

８．各部の名称と機能

1：真空電磁弁+Ｖ

2：　　〃　 　ＧＮＤ

3：破壊電磁弁+Ｖ

4：　　〃　 　ＧＮＤ

1
2
3
4

くぼみとツメを合わせて
「カチッ」と音がするまで押し込んで下さい。

※コネクタの接続時の注意

・配線は電源を落としてから行って下さい。
・配線は正しく行って下さい。
  誤配線は故障の原因になります。

・出力線は、電源線又はGND線とショートすると
  故障の原因になります。

※この部分を合わせる

出力1動作表示（赤色）
OUT1出力時に点灯

真空電磁弁　ＬＥＤ（緑色）
真空電磁弁の動作時に点灯

MODEキー
設定時の各モード切り換え

デジタル表示（赤色：3桁LED）

UPキー

DOWNキー

茶：+Ｖ（DC10.8～30V）

黒：比較出力（OUT1）

白：吸着/破壊指令入力

青：０Ｖ

※配線時の注意

注２）電源の立上がり時間が29ms以上かかる場合電源が入らない等誤動作する場合があります。


